
団体名 寺小屋 常盤平 

エリア 松戸市内及び周辺地域 

事業・活動名 子ども・保護者・生活困窮者が暮らしやすくなるための学習支援・居場所づくり 

事業内容 子ども一人ひとりに寄り添ったマンツーマンでの学習支援 

助成金の使途 会場費、食糧費、行事費 

訪問レポート 

 

2012 年に設立され、一人ひとりの子どもに寄り添った学習支援を行っている団体です。毎週火曜日、小学

生は代表の杉見さん宅（16:00～17:30）、中学生は松戸市の常盤平市民センター（18:00～19:30）で学

習しています。 

支援を担っているのは、以前、中学校や高校の教員をしていた方々で、退職後にボランティアとして活動さ

れています。杉見さんは、子どもたちに寄り添い、熱意を持って指導できる方にお願いしているそうです。

現在、ボランティアは 18 名で、平均年齢は 78 歳くらいとのことでした。 

子どもたちは一人ひとりに合わせた教材を使い、マンツーマンで、それぞれのペースで学習しています。今

回、杉見さんが私たちを紹介してくださった際にも、学習を中断させてしまうことを申し訳なく感じるほど、

子どもたちは真剣に勉強に取り組んでいました。 

親とはまた違う年代の大人と関わりながら学ぶことは、子どもたちにとって貴重な経験になっていると感

じました。勉強を通したつながりの中で、さまざまな世代の大人と接することで、いろいろな価値観や考え

に触れ、自分の世界を広げることにもつながっているのではないかと思います。 

最近では、不登校のお子さんも増えています。今回の訪問を通して、学校に行く・行かないにかかわらず、そ

の子に合った学びの場や、安心して人と関われる場所があることの大切さを改めて感じました。 

子どもたち一人ひとりの「学びたい」という気持ちに応え、それぞれの歩みや小さなステップを大切にする

この活動が、これからも続いていってほしいと思いました。 

                                                                  たすけあい委員 古川 由美子 

 

 

写真 中央が、代表の杉見さん 


